












向けストーリ ･ーマンガの第一号である､一九五三年｢少女クラブ｣一月号に掲載された手塚治虫　『リボ の騎士』のヒロイン･サファイヤに付与された設定であったが､読者の少 たちから強い支持を受け'以後､日本の少女マガというメディアの中で'今日 至るまで繰り返し描かれる定番のヒロイン像となって る｡(男装の少女)　 みならず､日本 少女マンガでは(男装の少女) 対になる(女









の花びら』　では'六〇年代に描かれた　(男装の少女)もの数点を対象に､それらの作品に見られるジェンダー表象の傾向を明らかにしていく｡とりわけ､戦後少女小説 影響関係､及び五〇年代半ばに全国各地で巻き起こった｢悪書追放運動｣との関連 焦点を当て 論じた｡本章の後半では､(男装の少女)というモチーフ アクセント的に作中に取り入れている水野英子『銀の花びら』　 おけるジェンダー表象につい '中心的に論じている｡
第三章｢(男装の少女)　の成長-池田理代子『ベルサイ















辛)･終章' いう体裁を取っ いる｡全体の分量は､四〇〇字詰め原稿用紙に換算すると'約六五〇枚に当たる｡また'この他に別冊の たちで､A4版一四〇ページにのぼる　｢図版･表･参考資料｣　が各章に分けて付されている｡
まず序章では'日本の少女マンガが､ジェンダーを表象







た作品の実際の掲載誌すべて 当 っており､また同時代評を網羅するなど､先行文献の少ないこ 領域での努力が推察される｡
ところで､現代文学と現代メディアは'きわめて密接な








ヒロインであるサファイヤの造形について分析する｡サファイヤは王女でありながら､政敵を打倒するためには男装し,騎士として剣をもって戦う｡しかしその容姿は'限'局,鼻､口､顔の輪郭'肌の色など'明瞭 女性的であり'男性を う時には､服装や持物や髪形を変える すぎない｡つまりサファイヤは､女性性の表象記号 優位に立つキャラクターであるというこ を､具体的な画像の引用 よって論じている｡
第三節｢サファイヤの『性別越境』｣では､この作品で
のジェンダ ･ートランスレーションが'天使と悪魔による｢女の心｣と｢男の心｣の争奪戦という､サファイヤの与り知らぬところで引き起こされているのであり､したがって基本的には身体的性差であるよりも精神的な性差が問題とされているということを述べている｡また'この性別越境の身体的･心理的変化を分析･分類し'それらを｢ジエンダl･コー ド｣としてま めている｡
第四節｢『性別越境』の果て｣では'サファイヤの眼の
画像が,内面的な男性性を表象しえていないことに注目し､サファイヤにはつねに'抑圧された内面的 女性性を解放することが求められている 分析する｡そしてここから'手塚治虫は既存のジェンダ を描き出 こ に力を注ぎ､ジェンダー･カテゴリーの構造的な問題には目を向け いなかった､という判断を行なっている｡
第五節｢『少女クラブ』版サファイヤと宝塚歌劇の『男




イク版｣　では､二年後の続編と十年後のリメイク版について論じている｡掲載誌がいずれも　『少女クラブ』　よりも低年齢の読者層をもつ　『な よし』　であったことと､雑誌の版型がB5版からA4版へと大きくなったことの影響で､サファイヤの眼のハイライトが大 書き込まれ､その結果､男性性を表す｢知性｣ の表現 さらに困難 な-､女性性が強調されたこと､また服装における男女差が拡大されたことなど､『少女クラブ』　版のジェンダー･コードがさらに顕在化したこと ､多くの画像の引用 ともに指摘している｡
以上の第一章においては'日本の少女向け長編ストー




ガと戦後少女小説｣　では､l九五〇年代後半から六〇年代にかけて'男性作家の描いた初期少女マンガ 多-が､｢少女体験｣をもたない男性作家が戦後の少女小説を踏襲･模倣して創作したものであった､ということを指摘している｡そこでは､優 -心清らかな美少女'というヒロインの造形のもとで 彼女が貧しさや虐待や不幸 戦っい-､というス -ーリーが中心になっていたとする｡第二節｢『悪書追放運動』　と　『自主規制』｣　では､この時





びら』｣　では'この時期に登場した唯一の　｢男装の少女｣ものである　『銀の花びら』を分析 ている｡画像やストーリーの類似や作者自身のエッセイなど ら､ れが手塚の
『リボンの騎士山　に強-影響されていることを指摘しなが
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ら二〇年をへた一九七〇年代の　『ベルサイユのばら』　が'時代的な背景の中で'女性作家による女性性の検討や性別越境の試みを行なっ 作品であるということを述べ､特にオスカルという｢男装の少 ｣を､画像的･物語的に詳細に分析している｡サファイヤとオスカルの比較検討は周到に行なわれ､ジェンダーの越境 いう点で 両者の差異が､明確 指摘さ ている｡
終章の　｢『男装の少女』　の反復と再構築　その過程に潜









られることの少なかった少女マンガにおける異性装の問題に照明を当てることによって'ジェンダ ･ーコードや性別越境という現代のテーマを抽出し､さらに　｢女性｣という表現主体･表現客体 意味を究明しよう するものであったと考えることができる｡
こうした論者の意図は､本論文におい ､徹底した文献
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